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１．はじめに  

2004 年新潟県中越地震では，震源近傍の

長岡市，小千谷市，川口町を中心に地盤災害

が発生した．特に，長岡市の旧山古志村一帯

では，多くの斜面災害が発生し，芋川流域の

東竹沢地区，楢木地区，寺野地区では，崩壊

土砂により大規模な河道閉塞が発生した． 

本報では，震災発生から 2 年後，寺野地区

で発生した地すべりを対象に実施した，詳細

な現地調査結果について報告する． 

２．調査位置および調査内容 

 寺野地区の地すべり状況 2)を図-2 に示す．

地すべりの規模は幅約 150m，長さ約 300m

である．寺野地区では，災害直後に北陸地方整備局・湯沢砂防事務所によりボ

ーリング調査が実施されていたので，本研究ではこれを補う形で 4 箇所のボー

リングを実施した．このうち 1 箇所について，地すべり面近傍の強度把握を行

うため，地すべり面を挟んで，PS 検層，現場透水試験を行い，更にボーリン

グコアを用いて針貫入試験，一軸圧縮試験を行った． 

３．調査結果  

 ボーリング掘進長は 20m であり，深度 5.1m で地すべり面が確認され

た．調査地点の地質は，新第三紀の砂岩，泥岩および互層（川口層）で

あるが 3)，ボーリングでは深度 5.1m まで崩積土，深度 5.1m 以深は砂質

泥岩であった．地すべり面の上下位での色調の変化は，ボーリングコア

でも明瞭であり（図-3），ハンマーの打撃による硬軟の変化は明瞭であ

った．孔内水位は，深度 5.3m で安定し，また深度 4.5～6.5m で実施し

た現場透水試験（注水法：JGS1321-2003）では，透水係数は 8.87×10-4

であった． 

原位置および室内試験の方法と主要な結果を以下にまとめる． 

（１）PS 検層（図-4） 

PS 検層は全区間ダウンホール法で実施した．試験結果から，深度 5.1m

を境に 2 つの速度層に明瞭に区分された． 
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試験実施箇所

  既往調査孔 

   今回実施孔 

図-1 調査位置図（寺野地区） 写真は１）による 

図-3 試験実施孔のコア 
（丸囲み：地すべり面） 

図-2 寺野地区の地すべり状況 2)

土木学会第62回年次学術講演会(平成19年9月)

-3-

3-002



得られたP波およびS波速度は，地すべり面上位でVp=0.527km/s，

Vs=0.201km/s，地すべり面下位で Vp=2.100km/s，Vs=0.853km/s

であり，既往の文献 4)で示された新第三紀堆積岩（頁岩類）の P

波速度（Vp=2.12±0.18km/s）にほぼ一致している． 

（２）針貫入試験 

針貫入試験は，軟岩ペネトロ計（丸東製作所製 SH-70）により

深度 3～14m の区間を対象に 25cm 間隔で実施した．針貫入勾配

（貫入力[N]/貫入量[mm]）は，地すべり面上位で 3 未満である

が，地すべり面下位では，15 以上の高値を示した． 

（３）一軸圧縮試験（図-5） 

一軸圧縮試験は，地すべり面上位で 1 箇所，地すべり面下位 4

箇所の計 5箇所について，φ50mm，h100mm の供試体サイズにボ

ーリングコアを成型した後に JIS A 1216 に基づいて行った．試験

の結果，一軸圧縮強度 qu はそれぞれ 0.0368MN/m2，8.49～9.68 

MN/m2 となった． 

４．調査地点の密度及び圧縮強度  

 図-5 に調査地点の密度・圧縮強度を試験深度との関係でまと

める．ここでの圧縮強度は，原則として針貫入試験結果より推定

した一軸圧縮強度 5)で示している．これより，針貫入試験結果よ

り推定した一軸圧縮強度は，JIS A 1216 により求めた結果に類似

している．また，結果に多少のばらつきがみられるものの，いず

れの試験結果も地すべり面（深度 5.1m）を境に下位では針貫入

勾配，圧縮強度，密度とも値が大きくなることがわかる．図-4

に示す PS 検層の結果より，地すべり面を境として速度層が変化

していることから，一連の試験によりすべり面の位置をほぼ特定

することができたと言えよう． 
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図-4 PS 検層結果 

図-5 圧縮強度・密度と試験深度の関係
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